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がん総合診療センターの機能を院内で周知
するためにキャンサーボードの有益な利用
方法を検討する

①患者支援センターを通した紹介のうち、がん疑い等
の症例についてキャンサーボード対象症例としてセン
ター内で情報共有、検討する。
②院内の全科に出席を依頼する。特にがん症例を扱っ
ていない診療科にも関連症例などを通してのキャン
サーボードへの参加を勧める。
③キャンサーボード結果を院内でインフォメーションす
る。

①キャンサーボードは半年間で14回開催された。患者支援セ
ンターを通して紹介された症例も7例ほど含まれていた。
②院内全診療科に参加は呼びかけているが、がん症例を取
り扱っていない診療科の出席には至らない。
③キャンサーボード結果は個人情報の問題もあり、管理職級
に限定して3回ほど配信を行ったが、反応は薄かった。

①地域からの紹介や退院後のフォローなどにも目配り
できるという利点があり、さらに症例数を増やしていくよ
うに症例の抽出をルーティンワークとする必要がある。
②さらに半年呼びかけを続け、院内の連携協働体制を
構築する。
③配信結果に反応が薄かったが、院内ニュースレター
のような形で広く周知してみることも検討する。しかしな
がらもうしばらく続け、再検証したい。

個別課題：キャンサーボードの有益な利用方法
（令和元年7月1日～12月末日）


